
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
セル化された入力データの仮想パス情報に基づき出方路を決定して該セル化された入力デ
ータを出力するスイッチ機能部を有する基本架と、　該セル化された入力データ及び他の
基本架からのセル化されたデータを入力し、それらの仮想パス情報に基づき出方路を決定
して該セル化された入力データを出力するスイッチ機能部を有する増設架を有し、
更に、該基本架のスイッチ機能部により出方路が決定される該セル化された入力データの
該増設架への入力を阻止するフィルタを備えたことを特徴とするクロスコネクト装置の無
瞬断拡張システム。
【請求項２】
請求項１において、
前記フィルタを基本架内に備えたことを特徴とするクロスコネクト装置の無瞬断拡張シス
テム。
【請求項３】
請求項２において、
前記フィルタを増設架内の前記スイッチ機能部の入力側に備えたことを特徴とするクロス
コネクト装置の無瞬断拡張システム。
【請求項４】
セル化された入力データの仮想パス情報に基づき出方路を決定して該セル化された入力デ
ータを出力するスイッチ機能部を有する基本架と、　該セル化された入力データ及び他の
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基本架からのセル化されたデータを入力し、それらの仮想パス情報に基づき出方路を決定
して該セル化された入力データを出力するスイッチ機能部を有する増設架を有し、
更に、該基本架のスイッチ機能部により出方路が決定される該セル化された入力データの
、該増設架から該基本架への入力を阻止するフィルタを備えたことを特徴とするクロスコ
ネクト装置の無瞬断拡張システム。
【請求項５】
請求項４において、
前記フィルタを基本架内に備えたことを特徴とするクロスコネクト装置の無瞬断拡張シス
テム。
【請求項６】
請求項４において、
前記フィルタを増設架内の前記スイッチ機能部の出力側に備えたことを特徴とするクロス
コネクト装置の無瞬断拡張システム。
【請求項７】
請求項１または４において、
前記基本架に、更に該基本架内のスイッチ機能部の出力と前記増設架のスイッチ機能部の
出力を選択して出力するスイッチを備えたことを特徴とするクロスコネクト装置の無瞬断
拡張システム。
【請求項８】
請求項１または４において、
前記基本架に、更に該基本架内のスイッチ機能部の出力と前記増設架のスイッチ機能部の
出力を多重化して出力する多重化部を備えたことを特徴とするクロスコネクト装置の無瞬
断拡張システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、クロスコネクト装置の無瞬断拡張システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
複数の加入者線を集線し、これを所定の幹線に方路を切り換えて接続するクロスコネクト
装置があり、一般に８×８クロスコネクト装置が使用され、８本の出入り方路に対し、８
本の出方路に切り換えて接続している。
【０００３】
通信量の拡大と通信機能の信頼性向上のため、更に多くの入り方路に対し、対応する多く
の出方路に切り換えることが要望されている。
【０００４】
図１１は、基本架としての８×８クロスコネクト装置１の構成例ブロック図であり、８方
路からのデータが入力され、８方路にデータを出力する。ここで、入力及び出力されるデ
ータは、ＳＤＨ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄａｔａ　Ｈｉｇｈｗａｙ）信号である。
【０００５】
８方路から入力されるＳＤＨ信号は、それぞれ対応するインタフェース回路１０～１７に
入力される。ここで、図１２に示すセルフォーマットにしたがい、ヘッダ部と情報フィー
ルドによりセル化される。
【０００６】
インターフェース回路１０～１７から出力されるセル信号は、ついで多重化回路２０～２
７により高速変換により所定数のセルが積み上げられ、これにパス情報が付加され、クロ
スコネクト装置のスイッチ機能部４に入力される。
【０００７】
スイッチ機能部４では、多重化セルをパス情報に基づき対応する方路を決定して切り換え
出力する。スイッチ機能部４からの多重化セルは、分離回路４０～４７により多重分離さ
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れインタフェース回路５０～５７を通して元のＳＤＨ信号に変換されて幹線に送りだされ
る。
【０００８】
かかる８×８クロスコネクト装置に対し、更にスイッチ機能部４を拡張して、入力方路と
対応する出方路を増加させようとする場合、通常８×８クロスコネクト装置は、運用中で
ある。
【０００９】
図１３は、８×８クロスコネクト装置の基本架１に対し、スイッチ機能部の増加架２を追
加する場合に想定される一構成例である。増設架２のスイッチ機能部４００は、６４×６
４のクロスコネクト機能を有し、基本架１のスイッチ機能部４と同じ８×８のクロスコネ
クト構成を８組収容したものである。
【００１０】
かかる図１３の構成により、基本架１への８本の入方路と、増設架２への５６本の入方路
に対し、増設架２のスイッチ機能部４００においてクロスコネクトして増設架２より６４
の出方路に出力する構成である。
【００１１】
ここで図１３のように、基本架１の運用中に、増加架２を追加して、基本架１のスイッチ
機能部４を増加架２のスイッチ機能部４００に吸収して置き代える場合、基本架１のスイ
ッチ機能部４の切離しから、増加架２のスイッチ機能部４００の増設までの時間、基本架
１のスイッチ機能部４の入出力側で、切断が不可欠である。したがって、この時間中伝送
路が切断してしまい、この間に流れてきたデータが廃棄されてしまう。
【００１２】
図１４は、更に別の想定されるスイッチ機能部の増加架２を追加する構成例である。図１
３の例と比較すると、基本架１のスイッチ機能部４の機能を活性のままにして、更に基本
架１に選択回路６０～６７を設けている。
【００１３】
これにより、基本架１のスイッチ機能部４と増設架２のスイッチ機能部４００にそれぞれ
同じデータを入力し、選択回路６０～６７で基本架側から増設架側に切り換える構成であ
る。
【００１４】
この構成の場合、上記図１３の如き伝送路の切断の問題はないが、選択回路６０～６７に
入力する基本架側データと増設架側データとの間に処理遅延の違いから位相差が生じてし
まうおそれがある。したがって、データの廃棄や逆にデータが２重に出力されることが生
じてしまい問題である。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の目的は、上記のスイッチ機能部の増設における問題を生じさせない
クロスコネクト装置の無瞬断拡張システムを提供することにある。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
上記課題を達成するための請求項１に記載の本発明のクロスコネクト装置の無瞬断拡張シ
ステムは、セル化された入力データの仮想パス情報に基づき出方路を決定して該セル化さ
れた入力データを出力するスイッチ機能部を有する基本架と、該セル化された入力データ
及び他の基本架からのセル化されたデータを入力し、それらの仮想パス情報に基づき出方
路を決定して該セル化された入力データを出力するスイッチ機能部を有する増設架を有す
る。更に、該基本架のスイッチ機能部により出方路が決定される該セル化された入力デー
タの該増設架への入力を阻止するフィルタを備えたことを特徴とする。
【００１７】
更に請求項２に記載のクロスコネクト装置の無瞬断拡張システムは、請求項１の記載にお
いて、前記フィルタを基本架内に備えたことを特徴とする。
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【００１８】
請求項３に記載のクロスコネクト装置の無瞬断拡張システムは、請求項２の記載において
、前記フィルタを増設架内の前記スイッチ機能部の入力側に備えたことを特徴とする。
【００１９】
請求項４に記載のクロスコネクト装置の無瞬断拡張システムは、セル化された入力データ
の仮想パス情報に基づき出方路を決定して該セル化された入力データを出力するスイッチ
機能部を有する基本架と、該セル化された入力データ及び他の基本架からのセル化された
データを入力し、それらの仮想パス情報に基づき出方路を決定して該セル化された入力デ
ータを出力するスイッチ機能部を有する増設架を有し、更に、該基本架のスイッチ機能部
により出方路が決定される該セル化された入力データの、該増設架から該基本架への入力
を阻止するフィルタを備えたことを特徴とする。
【００２０】
請求項５に記載のクロスコネクト装置の無瞬断拡張システムは、請求項４の記載において
、前記フィルタを基本架内に備えたことを特徴とする。
【００２１】
請求項６に記載のクロスコネクト装置の無瞬断拡張システムは、請求項４の記載において
、前記フィルタを増設架内の前記スイッチ機能部の出力側に備えたことを特徴とする。
【００２２】
請求項７に記載のクロスコネクト装置の無瞬断拡張システムは、請求項１または４の記載
において、前記基本架に、更に該基本架内のスイッチ機能部の出力と前記増設架のスイッ
チ機能部の出力を選択して出力するスイッチを備えたことを特徴とする。
【００２３】
請求項８に記載のクロスコネクト装置の無瞬断拡張システムは、請求項１または４の記載
において、前記基本架に、更に該基本架内のスイッチ機能部の出力と前記増設架のスイッ
チ機能部の出力を多重化して出力する多重化部を備えたことを特徴とする。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面にしたがって説明する。尚、図において、同一または類
似のものには同一の参照番号または記号を付して説明する。
【００２５】
図１は、本発明の第一の実施の形態である。８×８クロスコネクト機能のスイッチ機能部
４を有する基本架１の基本的構成は、先に説明した図１１と同様であり、２×１のスイッ
チ回路７０～７７を有する。
【００２６】
更に拡張される増設架２が接続され、６４方路の入力と出力を有する。６４×６４クロス
コネクト機能のスイッチ機能部４００を有し、６４方路の入力の内、８方路は基本架１か
ら入力される。残りの５６方路のデータは、図示しない他の基本架から入力される。また
６４方路の入力は、それぞれスイッチ機能部４００に接続されたフィルタ８０～８７、９
００～９５５に入力される。
【００２７】
基本架１のスイッチ機能部４は、基本架１に入力する８方路のデータのみ処理して２×１
のスイッチ回路７０～７７に入力する。
【００２８】
増設架２のスイッチ機能部４００は、６４×６４方路を処理するものであり、フィルタ８
０～８７、９００～９５５はそれぞれ接続される基本架における自方路宛のセルをフィル
タするものである。
【００２９】
このために基本架１に新たに備えた２×１ＳＷ部７０～７７に入力されるデータは、基本
架側のスイッチ機能部４からの出力と、増設架側のスイッチ機能部４００からの出力とは
重複しない。
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【００３０】
上記のように、図１において、基本架１のスイッチ機能部４は、増設架２の接続に関わら
ず常時使用される為、データの廃棄や同じデータが二重に出力されることは起こらない。
【００３１】
ここで、上記フィルタ８０～８７、９００～９５５の機能及び動作を更に説明すると、こ
れらは、図１２において説明したセルフォーマットの仮想パス識別子（ＶＰＩ）及び仮想
チャネル識別子（ＶＣＩ）を認識する。そして、通過を阻止すべき方路に対してスイッチ
機能部４００により方路決定が行われないように、該当するセルを廃棄する。
【００３２】
かかる動作については、いか各実施の形態に共通するので、後に改めて説明する。
【００３３】
図２は、本発明の更に第二の実施の形態である。この構成ではフィルタ８０～８７を基本
架１に設ける構成である。これにより増設架２の部品数を軽減でき、安価にできる。また
、基本架１から直接フィルタ８０～８７を制御できる。他の動作は、図１の構成と同様で
ある。
【００３４】
図３は、本発明の第三の実施の形態である。この構成ではフィルタ８０～８７及び９００
～９５５を増設架２に設ける構成である。更に、図１の構成に対し、フィルタ８０～８７
及び９００～９５５は、増設架２のスイッチ機能部４００の出力側に設けられている点に
特徴を有し、かかる点を除き動作は、図１と基本的に同一である。この構成により、基本
架１の部品点数を軽減でき、安価にできる。
【００３５】
図４は、更に別の第四の実施の形態である。この構成は、図３の構成に対し、フィルタ８
０～８７を基本架１に設けた構成である。その他の動作は図３の構成と同様である。
【００３６】
図５は、本発明の第五の実施の形態である。この構成では先の実施の形態において、スイ
ッチ機能部４の出力側に設けている２×１ＳＷ部７０～７７の代わりに多重部９０～９７
を設けている。
【００３７】
多重部９０～９７では基本架１からのデータと増設架２からのデータを多重化し、したが
って速度が２倍にしている。更に、２×１ＳＷ部７０～７７を使用することにより生じて
いた同時到着によるデータの待ち合わせ処理が回避することが可能である。
【００３８】
図６は、更に本発明の第六の実施の形態である。この構成は増設架２、３として同一構成
で第一、第二の増設架を使用している。更に、基本架１のスイッチ機能部４の出力側に配
置されるＳＷ部７０～７７を３×１即ち、３入力に対し、いずれか１を出力する機能を有
するものとしている。
【００３９】
この３入力は、基本架１のスイッチ機能部４の出力及び、第一、第二の増設架２、３内の
それぞれのスイッチ機能部４０１、４０２である。スイッチ機能部４０１、４０２のそれ
ぞれは、３２×３２のクロスコネクト機能を有し、他の基本架からの２４のデータと基本
架１からの８のデータを入力し、基本架１に８の方路を出力し、他の基本架に２４の方路
を出力する構成である。
【００４０】
尚、フィルタ８０～８７及び９００～９２３は、図１において説明したものと同様である
。
【００４１】
かかる構成は、３×１ＳＷ部７０～７７に限定されず、一般化し、増設架をＮ架とする場
合、基本架１のＳＷ部は、（Ｎ＋１）×１にして対応することが可能である。
【００４２】
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図７は、本発明の第七の実施の形態である。この構成は、図６と同様に増設架を第一、第
二の２架使用する場合である。但し、図６の実施の形態とことなる点は、基本架１に３×
１ＳＷ部７０～７７の代わりに多重化部９１～９７を設けた構成である。
【００４３】
かかる多重化部９１～９７による特徴は、先の図５における実施の形態と同様である。た
だし、図７の実施の形態の場合は、多重化部９１～９７により３倍の速度に変換される。
更に、一般化すると増設架をＮ架とする場合、基本架１の多重化部９１～９７は、（Ｎ＋
１）×１の多重化を有するものが使用される。
【００４４】
図８は、上記各実施の形態に共通するフィルタの一構成例を説明する図である。フィルタ
において、セルの方路を決定するためには、セルの先頭位置を示す先頭信号とそのセルが
有効もしくは、無効であるかを示す有効／無効信号が必要となる。
【００４５】
図８において、（１）は先頭セルと有効・無効セルがそれぞれ一本の信号としてセルデー
タ〔図８（２）〕と並列に伝送される場合を示し、１セル分として、ヘッダに続き情報フ
ィールドが送られる。
【００４６】
図８（３）は、かかる伝送携帯に対するフィルタの構成例を示す図である。１０１は、Ｖ
ＰＩ／ＶＣＩのデコード部である。１００、１０６及び１０２は遅延部、１０３は論理積
部、１０４はタイミング生成部、及び１０５はラッチ部である。
【００４７】
ＶＰＩ／ＶＣＩデコード部１０１でＶＰＩ／ＶＣＩをデコードし、廃棄すべきセルの場合
に論理“Ｈ”を出力する。ＶＰＩ／ＶＣＩデコード部１０１での処理時間とタイミングを
合わせるべく遅延部１０２で遅延された入力セルの有効・無効データが論理積部１０３に
入力し、ここで、ＶＰＩ／ＶＣＩデコード部１０１の出力と論理積が求められる。
【００４８】
廃棄すべきセルの場合は、ここで有効／無効がマスクされる。タイミング生成部１０４で
ラッチタイミングが生成され、ラッチ部１０５でセルの有効／無効データがラッチされる
。そしてラッチされ、出力されるセルの有効／無効データにタイミングを合わせて、セル
データ、セル先頭をそれぞれ遅延部１００、１０６を通して出力される。
【００４９】
図９は、先頭セルとセル有効／無効を同一信号上に割り当てた例である〔図９（１）参照
〕。そして、この先頭セルとセル有効／無効のタイミングに同期してセルデータが入力さ
れる〔図９（２）参照〕。
【００５０】
図９（３）は、かかる態様に対応するフィルタの構成例であり、セル有効／無効デコード
部１０２により同一信号上に割り当てられたセル先頭とセル有効／無効データからセル有
効／無効が抜き出される。
【００５１】
そのセル有効／無効とＶＰＩ／ＶＣＩデコード部１０１から出力された信号との論理積が
論理積部１０３で求められ、セレクタ１０８に入力する。一方、セレクタ１０８には更に
入力セル先頭と有効／無効データを遅延部１０７で遅延したものが入力される。
【００５２】
更に、タイミング生成部１０５は、有効／無効デコーダ１０２からセル有効／無効が出力
される時のタイミングに同期した選択信号を出力し、これによりセレクタ１０８を論理積
部１０３の出力を選択するように制御する。
【００５３】
図１０は、更に別のフィルタの構成例を説明する図であり、この例ではセル先頭が１信号
であり、セル有効／無効をヘッダのイネーブルビット（図１２のヘッダの第５オクテット
のＥＮＢを参照）に割り当てた例である。
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【００５４】
上記図８、図９の例では、ヘッダのイネーブルビットＥＮＢは、ドントケア（ｄｏｎ’ｔ
　ｃａｒｅ）であるが、本例では、このセルデータのヘッダのイネーブルビットＥＮＢに
基づき、有効／無効ビットをセルデータから有効／無効デコード部１０２でデコードして
いる。そしてかかる点を除き、先の図８、図９の例と同じである。
【００５５】
【発明の効果】
以上説明したように、従来の技術でスイッチ機能部を拡張する際に、データの損失に対し
て目をつむるか、予めデータの流れを止めて行うことが想定される。これに対し、実施の
形態を図にしたがい説明したように、本発明においてはより簡易に、データの瞬断もなく
スイッチ機能部を拡張する事が可能である。
【００５６】
したがって、将来のネットワークあるいは通信路の多様性に対し、容易に対応が可能であ
るクロスコネクト装置の拡張システムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一の実施の形態を示すブロック図である。
【図２】本発明の第二の実施の形態を示すブロック図である。
【図３】本発明の第三の実施の形態を示すブロック図である。
【図４】本発明の第四の実施の形態を示すブロック図である。
【図５】本発明の第五の実施の形態を示すブロック図である。
【図６】本発明の第六の実施の形態を示すブロック図である。
【図７】本発明の第七の実施の形態を示すブロック図である。
【図８】上記各図の実施の形態におけるフィルタの第一の構成例を示すブロック図である
。
【図９】上記各図の実施の形態におけるフィルタの第二の構成例を示すブロック図である
。
【図１０】上記各図の実施の形態におけるフィルタの第三の構成例を示すブロック図であ
る。
【図１１】クロスコネクト装置の一般的構成例を示すブロック図である。
【図１２】セルフォーマットの構成例である。
【図１３】増設架の第一の接続想定例（その１）である。
【図１４】増設架の第一の接続想定例（その２）である。
【符号の説明】
１　基本架
１０～１７　インタフェース部
２０～２７，９０～９７，多重化部
３０～３７　ＶＰ変換部
４　　　　スイッチ機能部
７０～７７　２×１スイッチ部
４０～４７　多重分離部
５０～５７　インタフェース部
２、３　　増設架
４００　　　増設架用スイッチ機能部
８０～８７，９００～９５５　フィルタ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(9) JP 3614236 B2 2005.1.26



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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